
廣瀬淡窓･咸宜園に学ぶ
―咸宜園教育顕彰事業

優秀賞受賞記念誌―

２０２１年３月発行

廣瀬淡窓の詩と漢詩詞華集及び
漢文教科書

―「桂林荘雑詠、示諸生」「筑前城下作」はいかにして名詩となったか―

合山林太郎



―177―

〔15〕廣瀬淡窓の詩と漢詩詞華集及び漢文教科書
―「桂林荘雑詠、示諸生」「筑前城下作」はいかにして名詩となったか―

合 山 林太郎

はじめに

廣瀬淡窓（天明二年〈1782〉―安政三年〈1856〉）は、国語教科書でその名を目にする数少な

い日本の漢詩人の一人である。多くの場合、淡窓の詩は、「桂林荘雑詠」に代表される学

舎での日常生活を詠った詩、あるいは、「江村」や「隈川雑咏」などの日田の田園風景を

詠うといったイメージで語られることが多い。現在の近世漢詩研究の代表的な注釈書であ

る『江戸詩人選集』や『日本漢詩人選集』はそうした方針のもと、選詩が行われているよ

うに思われる。

近年においても、箋廣会が継続的に発表している淡窓詩の注釈（「近世漢詩を読む―『遠思

楼詩鈔』輪読」、『近世文芸研究と評論』69号〈2005年11月〉以降、現在まで継続中）をはじめとして、

様々な研究が展開し、「読小説」をはじめとする艶詞、「論中島子玉詩」などの文学批評

的な内容を含む詩などの検討が進んでいる。

ただ、戦後の研究に先立つ戦前までの淡窓の詩の評価のあり方については、なお顧慮が

払われていないように思われる。具体的に言えば、過去の漢詩詞華集や漢文教科書への収

録状況については十分な検討が行われていない。本稿では、とくに詞華集を主要な調査対

象としつつ、淡窓の詩の評価の変遷をたどってゆく。

なお、江戸後期から今日までの詞華集はきわめて多様多数であり、その整理は難しいが、

本論では、淡窓の詩の受容の性格をたどりやすくするため、Ⅰ江戸時代後期の詞華集（19

世紀初頭から1867年頃）及び明治中期まで（1868年から1890年頃まで）の詞華集、Ⅱ明治後期か

ら大正・昭和前期（1900年頃から1945年頃）の注解付の詞華集を主要な対象とし、それを、

Ⅲ戦後の全集などの注解書や評論・随筆との関係で考えてゆくこととする
1
。また、検討

した資料や詩に関する情報を文末に表のかたちで付しているので、本文中の記述の論拠に

ついては、そちらをご参照いただきたい。

一、「桂林荘雑詠」が淡窓の代表作となるまで

淡窓の詩の中で今日最も知られているのは、教科書などにも収録されている
2
「桂林荘

雑詠、示諸生（桂林荘雑詠、諸生に示す）（第二首）」（『遠思楼詩鈔』巻上〈天保八年〈1837〉刊〉、

以下「桂林荘雑詠（第二首）」と言う）であろう。「桂林荘（あるいは桂林園の名でも知られる）」は、
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淡窓が若年期に子弟を教えた塾舎の名である。彼は、文化四年（1807）、二六歳以降、咸

宜園が成立する文化一四年（1817）までの約十年間をここで過ごした 3。

休道他郷多苦辛、同袍有友自相親。柴扉暁出霜如雪、君汲川流我拾薪。

（道ふをやめよ 他郷 苦辛多しと、同袍 友有り 自 ら相ひ親しむ。柴扉 暁
い たきょう く し ん おお どうほう とも あ おのづか あ した さ い ひ あかつき

に出づれば 霜 雪の如し、君は川 流を汲め 我は薪を拾はん。）
い しも ゆき ごと きみ せんりゅう く われ たきぎ ひろ

この詩は、寄宿生活の中で、新たに入ってきた塾生に励ましの声をかけるという内容で

あり、大意は次のようになる。「離れた土地からやってきて、苦しいことが多いと言わな

いようにしよう、布子を貸し借りしあうことが、真の友情を育むのだ。明け方に粗末な戸

を開けてみると、霜が雪のように降っているが、さあ、君は川の水をくみに行け、自分は

薪を拾いに行こう。」

なお、今日、この詩は、通常、淡窓自身が塾生を叱咤した詩と説明されるが、なかには、

塾生が互いに声を掛け合う様子を描いたと解釈するものもある。「門生たちよ、とかく他

郷で暮らすと、苦しい思いやつらいことが多い、などと言わないがよい。」（工藤豊彦『叢書

・日本の思想家三五 廣瀬淡窓・廣瀬旭荘』、昭和五三年〈1978〉）などのような解釈が前者、「君

は川の水を汲み来れ、我は山に薪を拾ひ来らんと、互に励まして自炊を為すは、一種言ふ

べからざる楽の、その中に存するあり」（簡野道明『和漢名詩類選評釈』、大正三年〈1913〉）が

後者に属する。詩そのものから考えるならば、両様の解釈が可能と思われる
4
。

以下、「桂林荘雑詠」の詞華集への収録状況について検討してみよう。この詩は、淡窓

の存命中に発刊された『嘉永二十五家絶句』（嘉永元年〈1848〉）
5
にも収録されている。こ

れは、淡窓自らが選んで投稿したと考えられ、自信作であったことがうかがえる。また、

『寒玉音前集』（明治四年〈1871〉）は、「収膾炙人口（人口に膾炙せるものを収む）」と凡例に記

す、当時の人気作を集めて編むという性格を持った詞華集であるが、その中に、「桂林荘

雑詠」と、後述する「彦山」が収められている。このことは、この詩が、人々に親しまれ

ていたことを示していると言える。

ただし、収録詞華集の点数という点で見た場合、この詩は、明治中期以前において、突

出して多いわけではない。江戸後期から検討してみよう。この時期の淡窓の詩が掲載され

る詞華集としては、以下のようなものがある（見易さのため番号を付す、文末の表と共通）が、

先述の『嘉永二十五家絶句』以外は、「桂林荘雑詠（第二首）」の詩は収録されていない。

①柏木如亭編『海内才子詩』（文政三年〈1820〉）、②『嘉永二十五家絶句』（嘉永元年

〈1848〉）、③『摂西六家詩鈔』（嘉永二年〈1849〉）、④大槻磐渓編『新選十二家絶句』

（嘉永七年〈1854〉）、⑤『安政三十二家絶句』（安政四年〈1857〉）。
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これは、基本的には、淡窓自身が、一度、掲載された「桂林荘雑詠（第二首）」の詩を、

他の詞華集には投稿しなかったなどの事情に因ると考えられるが、たとえば、編者の大槻

磐渓が自ら選詩した『新選十二家絶句』でも、この詩は載っておらず、少なくとも、磐渓

は「休道」の詩を高く評価していなかったことが分かる。

維新後も多数の漢詩詞華集が刊行されているが、明治一〇年代までの間に刊行されたも

ので、淡窓の詩が掲出されたものは、以下のとおりである（なお、書名の山括弧は角書きを示

している）。

⑥石川省斎
6
編『皇朝分類名家絶句』（明治三年〈1870〉）、⑦吉嗣拝山

7
編 『寒玉音

前集』（明治四年〈1871〉）、⑧同『寒玉音後集』（同）、⑨清宮秀堅編『近古詩鈔』（明

治六年〈1873〉）、⑩石川省斎編『〈才子必読〉皇朝精華集正編』（明治八年〈1874〉一

月）、⑪村尾元矩編『〈才子必誦〉崑山片玉』（同一二月）、⑫同『崑岡遺玉』（明治一

〇年〈1877〉八月）、⑬渡辺助次郎編『古今名家詩鈔』（同一〇月）、⑭小川棟宇編『古

今名家群玉詩文』（同一二月）、⑮近藤元粋編『〈評点〉今古名家詩文』（明治一一年〈1

878〉六月）、⑯竹柴純良編『今古百家詩文』（同七月）、⑰関惟孝編『近世名家絶句』

（明治一二年〈1879〉）、⑱藤田謙三郎編『古今日本名家詩鈔』（明治一三年〈1880〉）、

⑲大竹政正編『皇朝絶句類選』(明治一四年〈1881〉）。

今日では名も知られない詩集ばかりであるが、初学者向けとして相当読まれたようであ

り、たとえば、⑪『〈才子必誦〉崑山片玉』は、正岡子規や井上哲次郎に参照されている
8
。

ただ、このうち、「桂林荘雑詠（第二首）」の詩を載せるのは、先に見た『寒玉音前集』以

外では、⑯『〈評点〉今古名家詩文』のみである。詞華集はそれぞれ形態や収録範囲など

が異なり、数量に基づく検討は難しい面があるが、むしろ「彦山」の方が人気があるよう

にも思われる。なお、清の大家兪樾が日本人の漢詩を選んで成った大部の詞華集『東瀛詩

選』（光緒九年〈1883〉）がこの時期刊行されているが、「桂林荘雑詠（第二首）」は採られて

いない。

明治二〇年代以降、淡窓の詩は、学生向けの日本漢詩の名詩選（ただし、洋装本の体裁を

とり、収録された詩の量は多くなる）にしばしば収録された。彼の詩が載る詞華集には、以下

のようなものがある。

⑳松井柏軒編『和漢名家詩集 (博文館・東洋文芸全書第二編）』（明治二三年〈1890〉）、

㉑佐藤六石編『日本名家詩選 (博文館・東洋文芸全書第一四編）』（明治二四年〈1891〉）、

㉒池尾紋次郎編『日本名家詩集（岡崎清右衛門他）』（明治二六年〈1893〉）、㉓太田子

徳『名家詩選（東雲堂）』（明治二八年〈1895〉）、㉔片岡政保『〈学生錦嚢〉名家詩纂

（東京堂）』（明治二九年〈1896〉九月）、㉕三田村熊之介編『日本名家詩選』（同一〇
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月）、㉖英進生編『〈学生錦嚢〉名家詩集（福島書店）』（明治三二〈1899〉年）。

この中で、「桂林荘雑詠（第二首）」が掲載される詩集としては、⑳『和漢名家詩集』、㉔

『〈学生錦嚢〉名家詩纂』、㉖『〈学生錦嚢〉名家詩集（福島書店）』を挙げることができ、

しだいに収録詞華集の数が増えてきていることがうかがえる。

明治後期以降、注解を付すタイプの詞華集が一般的となる。代表的なものとして、以下

を挙げることができる
9
。

㉗久保天随編『評釈日本絶句選』（明治三八年〈1905〉）、㉘柿村重松『和漢朗吟詩詳

解』（明治四一年〈1908〉）、㉙結城蓄堂編『和漢名詩鈔』（明治四二年（1909））、㉚

簡野道明編『和漢名詩類選評釈』（大正三年〈1912〉）、㉛結城蓄堂編『続和漢名詩鈔』

（大正四年〈1915〉）、㉜大町桂月編『和漢名詩詳解（早稲田大学出版部）』 (大正一

〇年〈1921〉）、㉝塚本哲三編 『新撰名家詩集（有朋堂書店）』 (大正一二年〈1923〉）、

㉞池永潤軒編『新釈和漢名詩全集』（大正一四年〈1925〉）、㉟山田準編『日本名詩選』

（昭和一〇年〈1935〉）、㊱木下彪編『漢詩大講座』第九巻（昭和一一年〈1936））、㊲

土屋竹雨編『日本百人一詩』（昭和一八年〈1943〉）。

この時期以降、「桂林荘雑詠（第二首）」の詩は、ほとんどの詞華集に安定して掲載され

るようになったと言える。すなわち、この詩を載せないのは『続和漢名詩鈔』のみである。

戦後においても同様の傾向が続いている。

つまり、明治二〇年代末頃から三〇年代（明治中期）を境に、収録状況にかなり大きな

違いがあるように思われるが、これは一つには、旧制中学の漢文教科書への採録状況が影

響を与えていると考えられる。明治二〇年代までに主要な漢文教科書に「桂林荘雑詠（第

二首）」は見当たらないが 10、国語漢文研究会編・簡野道明校訂の『新編漢文教科書』（明

治三七年〈1904〉一〇月）に、「筑前道上」、「彦山」、「筑前城下作」などとともに、この「桂

林荘雑詠（第二首）」の詩が収録され、その後継の教科書（簡野道明編『新編漢文読本』、明治

四四年〈1911〉一〇月など）にも引き継がれている。簡野の教科書に人気があり、影響力が

大きかったことは、すでに先行研究に指摘がある 11。

また、ベストセラーとなった徳富蘆花の小説『思出の記』（明治三四年〈1901〉）では、主
おもいで き

人公の菊池慎太郎が、漢学者中西西山の塾の質素な寄宿舎で過ごす様子を描く際に、この

詩が、「柴扉曉出霜如雪、炬燵に入つて吟ずると実に好い詩だが、併し実際其場に臨んで
こ た つ

は詩境よりも寧ろ苦境である」（二の巻・四）といったかたちで引用されている。こうした
むし

言及も、この詩の描く世界を人々に印象付けるのに貢献しただろう。

このように時期ごとに「桂林荘雑詠（第二首）」の扱いが異なっているが、詩の解釈にも

変化が見られる。たとえば、明治末期から大正期頃の注解付き詞華集の説明を見ると、多



―181―

〔研究の部〕Ⅳ．淡窓・咸宜園への思慕と現代的顕彰活動〔15〕

くの評者が、自身の経験をありありと眼前に思い浮かべながら、この詩を読んでいること

が分かる。具体的には、㉙『和漢名詩鈔』には「昔しの塾生の情態を写せるものにして当
むか

時の漢学塾は何れの国を問はず此の如きなりしなり。左れど今日の学生は其趣味を解せざ

るべし」（70-71頁）や、㉚『和漢名詩類選評釈』においては、「昔日苦学の状、宛然見るが

如し」（５-６頁）などの例が挙げられる。明治期以降、新しい教育制度が軌道に乗り、近

世期以来の漢学塾での寄宿生活が過去のものとなったがために、失われた文化の有様を描

写したものとして、この詩は、より多くの人に愛唱されるようになったということであろ

う。

時代が進むにつれ、こうした私塾に関する記憶も消え、「桂林荘雑詠（第二首）」は、友

愛の情を伴う勧学あるいは立志の詩として読まれてゆく。「同学同塾の情 緒を絵の如く詠
こころもち

み出で、男児須らく志を立て郷関を出づべしとの青年の意気に一脈の熱を与えた詩である」

（㉟『日本名詩選』、140頁）、あるいは、「他郷に出て学問修業するのは、多少の苦労があっ

ても、その中にまた格別の楽しみのあるものであるといって、激励したのである」（猪口篤

志編『新釈漢文大系・四五 日本漢詩・上』、昭和四七年〈1972〉、315頁、文末の表㊵）などの昭和

前期以降の注解が、そのことを示している。

二、明治中期以前における淡窓詩の受容の特徴

「桂林荘雑詠（第二首）」の詩の受容史を紐解くと、そこには解釈の揺れや評価の緩やか

な起伏が見られた。このように、個々の詩の評価は時期によって昇降するのであるが、江

戸から明治前期の詞華集を見ていると、様々なケースがあることに気づかされる。

たとえば、江戸時代から今日まで、ほぼ一貫して、人気のある詩がある。「彦山」（『遠

思楼詩鈔』巻上）がそれにあたる。日田の北に位置する英彦山は、古来より修験道の山とし

て有名であり、英彦山神宮を擁している。淡窓は、二九歳のとき、病が平癒した御礼参り

にその上宮を訪れ、次のような詩を作った
12
。

彦山高処望氤氳、木末楼台晴始分。日暮天壇人去尽、香煙散作数峰雲。

彦山 高き処 望 氤氳たり、木末の楼台 晴れて始めて分かる。日暮 天壇 人
ひこさん たか どころ のぞみ いんうん ぼくまつ ろうだい は はじ わ に ち ぼ てんだん ひと

去り尽くし、香煙 散じて数峰の雲と作る。）
さ つ こうえん さん すうほう くも な

詩は、英彦山には雲気がたち込めているが、神宮の梢から晴れ間が見えると述べ、その

後、日が暮れた後、人のいなくなった祭壇から、煙が立ち上り、空にたなびいて雲をなす

と詠っている。

詞華集を閲した場合、この詩は、江戸時代から現代に至るまで、安定して詞華集や注解

書に収録されており、「桂林荘雑詠（第二首）」と並ぶ、淡窓の代表作と言い得よう。
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このほか、今日まで継続して取り上げられている詩としては、竹田から佐伯へ行く途中

にある中ノ谷峠の離れ家に宿を借りた際の、狼が歩き回る荒涼とした夜の情景を詠った「追

憶南遊二首（第二首）」（『遠思楼詩鈔』巻上）や、日田を流れる三隈川の風景を、日田をめぐ

る史実とともに描いた「隈川雑咏」（同）、釣り人が帰った後の夕暮れ時の川辺の風景を詠

った「江村」（同）などを挙げることができる。

一方、江戸・明治期の詞華集には収録されているが、後に顧みられなくなる詩もある。

たとえば、盂蘭盆会の様子を描いた「中元」
13
（『遠思楼詩鈔』巻上）はその一つと言えよう。

日落家家灯火開、衣香人影乱徘徊。誰知市上婆娑者、方是今朝哭墓来。

（日は落ちて 家々 灯火 開る、衣香 人影 乱れて徘徊す。誰か知らん 市上の
ひ お いえいえ と う か とも い こ う じんえい みだ はいかい たれ し しじょう

婆娑たる者、方に是れ 今 朝 墓に哭し来ると。）
ば さ もの まさ こ こんちょう はか こく きた

旧暦七月一五日前後の盂蘭盆会、すなわち中元には、墓参りや盆踊りなど様々な催事が

ある。淡窓は、『進修録』巻四上、天保一三年（1842）七月一六日の条において、日田の盂

蘭盆会は、近年こそ天保の改革の影響で盂蘭盆会は質素になったが、かつては華やかでか

つ長期間に及んだと述べており 14、この詩も、こうした町の様子を念頭に置きながら作ら

れたのであろう。

詩は、夕暮れ時から、家々に華やかな盆提灯が掲げられ、盆踊りによって人や衣の香り

が入り乱れる様を述べ、その後、今朝、先祖の墓に詣でていた人たちが、晩には盆踊りを

楽しんでいると述べている。「婆娑」は舞い踊るの意。なお、起句は、詞華集と『遠思楼

詩鈔』とで異同があり、『遠思楼詩鈔』では「戸戸懸灯未夜開（戸々 灯を懸けて 未だ夜
こ こ ひ か いま よる

ならざるに開く）」になっているが、今は詞華集のかたちに従う。
ひら

先祖の霊を祀るという盂蘭盆会の本旨を、多くの人々が忘れているというのが、淡窓の

主張であろう。この詩は、明治中期（1890年前後）以前は、複数の詞華集に収録されてい

るが（『皇朝分類名家絶句』、『才子必読 皇朝精華集正編』、『今古百家詩文』、『日本名家詩選』）、そ

れ以降は詞華集に採られていない。教訓的な内容が、時代が降るにつれて、人々に好まれ

なくなったのかもしれない。

これ以外にも、明治中期までは比較的知られていたが、その後、忘れられてゆく詩があ

る。詳しくは文末の表を参考にしていただきたいが、たとえば、魚を釣ろうとたくむ心を

持つ釣り人よりも、木樵の方が朴訥としていて、安寧な心持ちであると詠う「題採樵図」

はその例にあたる。また、文禄慶長の役における加藤清正の事績を詠った「謁加藤侯廟（加

藤侯の廟に謁す）」第一首（「風帆競入釡山雲…」、『遠思楼詩鈔』巻上）や、清正が前田利家につ
えっ

いて回想するなかで、『論語』泰伯篇の託孤寄命の章について言及したという逸事（『可観

小説』巻一四や『日本外史』豊臣氏下などに載る）を題材とする同第二首も、詞華集・注解書の

収録においては同様のパターンを取る。古代の日中交流について述べ、その中で渡唐した
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阿倍仲麻呂の評価に関して、先行する議論に異を唱えた「詠史四首」（同 巻下）の第四首

（礼楽伝来啓我民…）なども、明治初年の詞華集にはよく見られるが、現代ではほとんど注

釈の対象とならない。

このタイプの詩の傾向としては、まず作中に議論を含むものが多い。すなわち、単に事

実を述べるのではなく、詩に、ある種の教訓や批評を含ませた作が目につく。また、詠詩

対象の点から考えるならば、題詠、とくに、歴史を題材とした詩が過半を占めることにも

気付かされる。

時代ごとの詩風の流行
15
や詞華集の編者の好み

16
、社会思潮

17
など、様々な点からこう

した変化の背景を推測することができるが、いずれにせよ、明治前中期の人びとが見てい

た淡窓の詩のイメージは、かなり違ったものであることが想像されるのである。

三、「筑前城下作」と近代日本の漢文教科書

淡窓の詩の中には、近代に入ってから、急速に存在感を増したと考えられるものもある。

福岡の筥崎宮について詠った「筑前城下作」（『遠思楼詩鈔』巻上）がそれである。

この詩は、筑前国福岡にある筥崎宮について詠った詩である。淡窓は、寛政九年（1797）、

一六歳の時、儒者の亀井南冥に入門するために福岡に赴いた。詩は、このとき詠んだもの

を、後に改作したものとされる 18。

伏敵門頭浪拍天、当時築石自依然。元兵没海蹤猶在、神后征韓事久伝。城郭影浮春浦

月、絃歌声隠暮洲煙。昇平有象君看取、処処垂楊繋賈船。

（伏敵門頭 浪 天を拍つ、当時の築石 自 ら依然たり。元兵 海に没して 蹤 猶
ふくてきもんとう なみ てん う と う じ ちくせき おのずか い ぜ ん げんぺい うみ ぼっ あと な

ほ在り、神后 韓を征する事 久しく伝ふ。城 郭 影は浮ぶ 春浦の月、絃歌 声
あ しんこう かん せい こと ひさ つた じやうくわく かげ うか しゆんぽ つき げ ん か こえ

は隠る 暮洲の煙。昇 平 象有り 君 看取せよ、処々の垂楊 賈船を繋ぐ。）
かく ぼしゅう けむり しょうへい しょう あ きみ かんしゅ しょしょ すいよう こ せ ん つな

筥崎宮は、日本の対外交渉と関わりの深い神社であり、たとえば、文永の役の際、元兵

との戦闘の中で社殿が焼失した際、亀山上皇が「敵国降伏」と揮毫した額が与えられ、こ

れが、今日にいたるまで筥崎宮の楼門に額として掲げられている。詩は、こうした神社の

来歴を踏まえ、福岡と対外戦争との関わりを詳述している。

内容について、より詳細に見てゆこう。首聯は筥崎宮とその周辺の情景を描写しており、

楼門のあたりには波が空を打つほど高くあがり、防塁が、鎌倉時代そのままの姿を伝えて

いると述べている。頷聯は、歴史的事実の説明を行っている。すなわち、元軍の兵士たち

は海の藻屑となったが、その痕跡はなお残っていると主張し、さらに、古代に韓半島に出

兵した神功皇后の逸事が語り伝えられていると詠っている。神功皇后は、子を宿しながら

筑紫の地に赴き、この地で没した仲哀天皇の後を承けて、新羅を討ったと伝えられている。
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詩の後半では、こうした戦争の逸事とは対照的な、淡窓が見た福岡（博多）の様子が描

かれている。まず、頸聯では、夕月に城郭が照らされ、靄たなびくなか、三味線や歌声が

聞こえると述べている。尾聯では、かつての戦乱の地の岸辺には柳が植えられ、商船が繋

がれていると詠い、眼前にひろがる平和な情景を喜んでいる。

この「筑前城下作」の詩は、㉚『和漢名詩類選評釈』や㉛『続和漢名詩鈔』をはじめ、

明治後期以降の代表的な注解付詞華集の多くに収録されている。しかし、江戸から明治中

期の詞華集を見ると、⑱『古今日本名家詩鈔』及び㉕『日本名家詩選』に収められるのが

確認できる程度である。

もっとも、淡窓晩年の門人辛島春帆は、この詩について、「此篇膾炙人口、憾頷聯微不

颺（此の篇、人口に膾炙す、憾むらくは頷聯の微や颺らざるを）」（『懐旧楼筆記』巻七、全集上巻・76
うら や あが

頁）と評している。すなわち、第三、四句がやや振るわないが、人々に知られた詩である

と述べており、ごく早い時期から人気があったとも理解できるが、詞華集や注解書からは、

その実態がよく見えないのである。

様々な資料を調査してゆくと、この詩が人々に親しまれ出したのは、やはり近代以降、

より正確に言えば、明治三〇年代に漢文教科書に収録されてからではなかったかと考えら

れる。具体的には、秋山四郎編『漢文教科書』（明治三四年〈1901〉～三五年〈1902〉）や簡野

道明編『新編漢文教科書』（明治三七年〈1904〉一〇月）に「筑前城下作」が掲載されてから

のことと推測される
19
。もっとも秋山の教科書は、明治三八年の検定以降、この詩が削除

されており
20
、複雑な事情があったことが想定されるが、簡野編纂の教科書については、

その後も昭和前期まで、この詩が掲載され続けており
21
、人々の目に触れたことが予想さ

れるのである。

一見すると、「桂林荘雑詠（第二首）」と似たパターンのように見えるが、その背景はや

や異なっており、「筑前城下作」が関心を集めるようになったのは、戦争などの国際情勢

の緊迫によると考えられる。とくに簡野による『新編漢文教科書』への採録は、この時期

そのただ中にあった日露戦争を意識して行われた可能性が高い。

このことは、たとえば、「筑前城下作」の『新編漢文教科書』における掲載位置からも

理解できる。この詩は、巻三の末尾に収録されているが、その前後を見ると、まず、（Ａ）

頼山陽『日本外史』巻四「源氏後記・北条氏」の北条時頼の執権就任から、文永・弘安の

役を描いた箇所（「北条時宗為人強毅不撓…」から「時宗之力也」まで）、（Ｂ）頼山陽『日本楽

府』の「蒙古来」が配され、その後に、（Ｃ）「筑前城下作」が収録される。続けて、（Ｄ）

「宣戦詔」（日清戦争の際の宣戦に発せられた「清国ニ対スル宣戦ノ詔勅」の重野安繹〈号・成斎〉に

よる漢訳）、（Ｅ）三島毅（号・中洲）「送岡山県近衛将卒出征序（岡山県の近衛将卒が出征する

を送るの序）」が並んでいる。すなわち、この詩は、元寇関係の作品（（Ａ）～（Ｃ））、より

広く見れば、日清戦争を含めた外国と日本との衝突を扱った作品（（Ａ）～（Ｅ））の中に置

かれていると言える。簡野は、対外戦争を題材としているという点から、「筑前城下作」
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を評価しているのである。

また、簡野は、この半年後、やはり同じ国語漢文研究会と共同で『支那今体文読本』（明

治三八年〈1905〉一月）という、今体文（当代の中国語）の文章を集めた教科書を作っている 22。

この本の凡例には、東アジアの情勢が緊迫しているため、今体文の作品を学ぶ必要がある

こと、『新選漢文読本』もそうした意図のもと、積極的に今体の文章を掲載したこと、た

だし、紙数に限りがあるため、十分な量を収録できず、ここの新たに一書を編んだことな

どが説明されている
23
。『新選漢文読本』は古典漢文を主体とした教科書であるが、同じ

問題意識によって作業がなされていたことが推測されるのである。

このほか、解釈など、より深い次元で、この詩に同時代的な意義を見い出そうという動

きもある。柿村重松は、『本朝文粋註釈』などの業績により、古代日本漢文学研究のパイ

オニアとして知られているが、彼はその編著㉘『和漢朗吟詩詳解』において、この詩には

平和に馴れた人々に警鐘を鳴らす含意があると述べている。

具体的に見てみよう。柿村は、「筑前城下作」の注釈の中で、「往時の矢叫雄叫の声と

今日の絲竹音曲の声とを比し往時の築石と今日の賈船とを対し来り、巧に太平無事の象を

歌ふ。感慨のうちに愉楽あり。愉楽の外に諷喩あり。昇平の民をして、朗吟せしむるの好

詩たるを失はず」と記している。柿村は、この詩の趣旨について、元寇などの昔日の戦乱

と、淡窓在世時の福岡の様子を対比させる点にあると指摘し、そこに言外の「諷喩（遠回

しの教訓）」があると説明している。この「諷喩」というのは、今日想起しがちな、平和の

大切さを思うべきだ、などということではなく、昔日の戦が今日の穏やかな社会の礎とな

っている、あるいは、武備を怠れば、平和な社会を維持することもできないことを忘れて

はならないという意味であると考えられる。「昇平の民」、すなわち、太平を楽しむ江戸

時代の人々が口ずさむのに格好の詩であるとは、そのような文脈で理解して、初めて筋が

通ると言えよう。淡窓の詩に対する一つの興味深い解釈と言えるが、その背後には、日清

・日露の戦争を経験した明治人の厳しい眼差しを感じ取ることができる 24。

「筑前城下作」は、戦後の文学全集などにも多く収録されているが、近代におけるこの

詩の受容について触れているものはない。この詩の場合は、とくにそれが読まれた時代環

境についても顧みる必要があると言える。

おわりに

以上、廣瀬淡窓の詩が、江戸後期から今日までの中でどのような評価を得てきたかにつ

いて、詞華集を中心に概観した。

今日有名な「桂林荘雑詠（第二首）」の詩は、淡窓の存命時から、人々に親しまれたが、

咸宜園の詩ではなく、漢学塾を中心とする私塾一般の風情を詠った詩、あるいは、過ぎし

日の苦学の思い出を述べた詩として捉え得るようになった明治後期から、より広範な人気



1 江戸・明治期の詞華集と関係する論文として、合山林太郎「加藤王香編『文政十七家絶句』の成立過

程とその後世への影響 」（『藝文研究』117号、2019年12月）、合山林太郎「「西郷隆盛の漢詩と明治初

期の詞華集」（『アジア遊学』229号、勉誠出版、2019年１月）などがある。このほか、明治中期以降流

行した詩吟や剣舞のための詞華集（合山林太郎「「鞭声粛粛」の明治―頼山陽「題不識庵撃機山図」詩

と詩吟・剣舞―」『アナホリッシュ国文学』３号、2013年４月を参照）など、考えるべきものは多いが、

後日の課題としたい。

2「桂林荘雑詠（第二首）」については、たとえば、大修館『新高等漢文』巻一（1956年）や三省堂『新

しい漢文』三（1954年）に収録され（主として昭和三〇年代前半に使用）、近年では、三省堂『精選古

典Ｂ』（2013年、2014～17年に使用）、大修館『古典Ｂ 古典漢文編』（同）、教育出版『古典Ｂ 漢文

編』（同）などに収録されている。なお、戦後の高校国語教科書には、時々の方針を受け、日本漢詩文

が全く収録されていない時期もある。なお、この詩の収録状況については、川邉雄大「漢文教科書に

見る咸宜園関係者の漢詩文採録について―戦前期と現在を比較して―」（『咸宜園教育研究センター研

究紀要』９号、2020年３月）も参照のこと。

3 「桂林荘雑詠、示諸生」（全四首）については、文中に掲げたもの以外に、箋廣会「近世漢詩を読む―

『遠思楼詩鈔』輪読（其の十三）」（『近世文芸―研究と評論』82号、2012年６月）中の黒川桃子、大城

悦子、李国寧、山形彩美の諸氏の注釈、井上義巳『廣瀬淡窓』（吉川弘文館、1987年）などを参照した。

4 呼びかけの主体を、淡窓、塾生のいずれで理解しているのか判別が難しいものも多いが、近年では、

たとえば、『江戸詩人選集』『日本漢詩人選集』などがこちらで訳文を作成している。これに対し、山

岸徳平編『日本古典文学大系八九（五山文学・江戸漢詩）』（岩波書店、1966年）は、「桂林荘の書生の

生活を、書生の身になって詠じた作」（316頁）と述べており、学生同士の会話と理解している。なお、

この詩の第四首転結句は、「君看白首無名者、曾是談経奪席人（君 看よ 白首 無名の者、曾て是
きみ み はくしゅ むめい もの かつ こ

れ 経を談じ 席を奪するの人）」と、淡窓が学生に呼びかけるかたちで作られており、連作全体で
けい だん せき だっ ひと

考えた場合、第二首における呼びかけの主体は淡窓と理解するのが自然である。

5 『嘉永二十五家絶句』は、とくに人気の詩集であり、二千部近く売れ、出版した書肆が巨利を得てい

たことが、嘉永二年（1849）七月一〇日淡窓宛廣瀬旭荘書簡に記されている『廣瀬淡窓資料集 (大分

県先哲叢書)』（大分県教育委員会、2013年、424頁）。

6 石川省斎は、小説家の石川淳の祖父であり、若年期に和学講談所で国史編纂に従事していた。その事

績については、渡辺滋「和学講談所所員としての石川省斎とその後半生」（『温故叢誌』60号、2006年1

1月）、渡辺滋「石川省斎の『令集解』版行―近世における律令研究とその後世への影響を中心に」

（『日本歴史』663号、2003年８月）などが詳しい。なお、省斎は、大沼枕山一派と親しく、その影響

を相当受けていると考えられる。省斎が編纂した『皇朝名家分類絶句』には、「大沼枕山閲」と記され

ており、また、枕山の高弟である植村盧洲の『詠史百絶』（明治四年〈1871〉序）の校訂を担当してい

るからである。
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を獲得したと考えられる。

それぞれの時期で、淡窓詩の収録状況には変化が見られるが、とくに、明治前中期の詞

華集は、今日とは異なる淡窓詩への評価、すなわち、歴史を題材とした詩や教訓調の詩な

どへの志向が見られ、淡窓の詩の多様性を考える上で重要な示唆を与えてくれる。

元寇について叙した「筑前城下作」は、明治後期以降、簡野道明の教科書収録により広

く知られるようになったと考えられるが、その背景には、日露戦争をはじめ、東アジアを

舞台に起こった戦争とそれがもたらす緊張があったと推測される。淡窓の詩の評価は、近

代の時代状況と無縁ではなかった。

このような淡窓の詩の受容の歴史を、今日の淡窓研究に取り入れ、より議論を活性化さ

せてゆく必要がある。

註
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7 吉嗣拝山については、長尾直茂『吉嗣拝山年譜考證』（勉誠出版、2015年）に詳しい。

8 合山林太郎「正岡子規が読んだ江戸漢詩詞華集―『才子必誦 崑山片玉』及び『日本名家詩選』につい

て」（『藝文研究』113号、第一分冊、2017年12月）に詳しい。

9 明治後期から戦前までの注解付詞華集及び戦後の注解書については、広く読まれたもの、文学史的に

見て重要な人物によって編纂されたもの、後代への影響力が大きいものなどを中心に選んだが、淡窓

の詩を収載した書籍は他にも多くある。大沼宜規「日本漢詩翻訳索引」（『参考書誌研究』75号、2011

年９月、https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/3487637?tocOpened=1）は、日本人の漢詩についての

注解がどの書籍に載っているかについて、国立国会図書館の所蔵資料を用いて網羅的に調査しており、

淡窓の詩の収録状況についても、きわめて有用な情報を提供している。

10 『明治漢文教科書集成』第一～三期・補編（不二出版、20013-18年）を用いて調査を行った。なお、

明治期の漢文教科書の概要については、加藤国安『『明治漢文教科書集成』第Ⅰ期・第Ⅱ期解説』（不

二出版、2013年）、同『『明治漢文教科書集成』第Ⅰ期・第Ⅱ期解説』（同、2015年）、木村淳『『明治漢

文教科書集成』補集Ⅰ解説』（同、2017年）、木村淳『『明治漢文教科書集成』補集Ⅱ解説』（同、2018

年）などを参照した。

11 簡野道明の事跡については、「近代漢文教育のパイオニア―簡野道明の愛媛時代」（『えひめ知の創造

―愛媛大学の挑戦』（愛媛大学、2007年）、加藤国安「簡野道明論―上京後～東京高師卒業までの事

跡」（『東洋古典學研究』26号、2008年10月）、加藤国安「近代日本版『文章軌範』編集の情熱―簡野道

明の[東京]府師範期の歩み」（『東洋古典學研究』28号、2009年10月）などが詳しい。

12 「彦山」については、文章中に挙げたもの以外に、箋廣会「近世漢詩を読む―『遠思楼詩鈔』輪読

（其の四）」（『近世文芸―研究と評論』72号、2007年６月）所収山形彩美氏の注釈、井上敏幸・髙橋昌

彦『廣瀬淡窓』（思文閣出版、2016年、158頁）、深町浩一郎『廣瀬淡窓 (西日本人物誌・15)』（西日本

新聞社、2002年、165頁）などを参照した。

13 「中元」については、箋廣会「近世漢詩を読む―『遠思楼詩鈔』輪読（其の十四）」『近世文芸―研究

と評論』83号、2012年11月）の長田和也氏の注釈を参照した。

14 『進修録』の原文は以下の通り。「盂蘭盆会、自十三日至二十日、我郷旧俗也。今止十六日、且禁造

華灯。及為踏歌諸戯、街中寂寥、一如常日。先是東都有新政節倹之令下。三都極厳。而未及辺鄙。然

下民望風自変。誠美事也。唯未知耐久与否耳（盂蘭盆会、十三日より至二十日、我が郷の旧俗なり。

今、十六日に止まり、且つ華灯を造ること及び踏歌諸戯を為すことを禁ず。街中は寂寥として、一に
か

常日の如し。是に先んじて東都に新政に有りて節倹の令下さる。三都、極めて厳なるも、未だ辺鄙に
くだ

及ばず。然れども下民、風を望み自ら変ず、誠に美事なり。唯だ未だ耐ふること久しきと 否 ざると
た た しから

を知らざるのみ）」（『増補 淡窓全集』下巻、1927年、808頁）。

15 江戸後期から明治初期の江戸・東京の漢詩壇に影響力を持っていた人物には、歴史を題材とした詩を

得意とした人物が多い。たとえば、儒学者大槻磐渓は、日本の戦国時代までの歴史を総計二一五首の

絶句で記した『国詩史略』（明治四年〈1871〉刊、『磐渓詩鈔三編』所収）を発表している。また、漢

詩人大沼枕山は、『日本詠史百律』（明治一六〈1883〉年）を刊行している。

16 石川省斎の編んだ『皇朝詠史鈔』凡例の「皇朝史籍浩瀚、童蒙固難記憶。余所以有斯挙。読皇朝史略

国史略、而後諷誦此詩、諳知故事、可以為史学之階梯也（皇朝の史籍は浩瀚にして、童蒙は固より記
もと

憶し難し。余の斯の挙有る所以なり。『皇朝史略』『国史略』を読みて、而る後に此の詩を諷誦すれば、
がた こ ゆえん こ

故事を諳んじて知り、以て史学の階梯と為すべきなり）」といった記述などからうかがえる。

17 たとえば、文禄慶長の役を題材とした「謁加藤侯廟（第一首）」が多くの詞華集に収録されているの

は、征韓論や対外膨張主義的な考え方と関係があると考えられる。

18 「筑前城下作」については、文章中に挙げたもののほかに、「近世漢詩を読む―『遠思楼詩鈔』輪

読」（『近世文芸―研究と評論』69号、2005年11月）所収の大城悦子氏の注釈、前掲『廣瀬淡窓 (西日

本人物誌・15)』（162-3頁）などを参照した。

19 なお、簡野がこれ以前に編集した『中等漢文読本』（国語漢文研究会編、明治三三年〈1900〉）には、

淡窓の詩は収録されていない。

20 木村淳は「漢文教材の変遷と教科書調査―明治後期を中心に（続）」『中国近現代文化研究』14号（20

13年３月）において、秋山四郎『新撰漢文読本』（金港堂書籍、明治三八年一一月）の検定の際に、こ

の「筑前城下作」に「換ヘルベシ」との指摘が入り、刊行に際しては削除されたと述べている。木村
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21 『新編漢文読本』はその後、『訂正 新編漢文読本』、『校訂 新編漢文読本』などと微妙に題を変え

ながら版を重ねているが、この間の巻三末尾の収録作品は大きく変わることはない。簡野道明編『新

編漢文読本』（明治四四年〈1911〉10月）となった段階で、三島中洲の「送岡山県近衛将卒出征序」が

消えているが、それら以外の四篇は、引き続き収録されている。『改修 新編漢文読本』（大正一〇年

〈1921〉一二月）になると、日本の歴史をたどる形に全体の編成が大きく変更されているが、「筑前城

下作」はなお掲載されている。具体的に言えば、巻二の鎌倉時代の歴史との関わりの深い作品を並べ

た箇所に、頼山陽『日本外史』（「時宗殲元兵…」）、同『日本楽府』「蒙古来」、飯田丈平「日本刀説」、

青山延寿「筑紫紀行」に続き、「筑前城下作」が配されている。とくに、青山の漢文紀行（明治一八年

〈1885〉六月の作）が、筥崎宮の沿革や構造を詳しく説明しており、淡窓の詩の解説の役割を果たし

ている。このような収録形態は、昭和前期の『新修漢文』（昭和元年〈1925〉年十月）、『重訂新修漢

文』（昭和一〇年〈1935〉九月）の頃まで続いた。

22 『新選漢文教科書』及び当時の漢文教科書と今体文（時文）との関係については、木村淳「漢文教科

書における時文教材―明治期の検定制度との関わりから」（『中国文化』70号、2012年６月）、西岡智史

「明治期漢文教材におけるメリトクラシーの検討―国語漢文研究会編『中等漢文読本』と第一期国定

教科書との比較を通して―」（『日本教科教育学会誌』40巻２号、2017年）などを参照。

23 凡例の該当箇所は以下の通りである。「今体文講究之急務本会夙所首唱。今也東亜風雲急、時事孔棘、

此一事更益加趕緊。是以本会此次所著新編漢文教科書毎巻必附載今体文数篇。然張数有限、不能多収、

頗為抱歉、是所以此書嗣刊也（今体文講究の急務は、本会の夙に首唱する所なり。今や東亜の風雲は
つと

急にして、時事は孔 棘、此の一事は、更に益す趕緊を加えたり。是を以て、本会の此の次 著 せる所
こうきょく たびあらわ

の『新編漢文教科書』は、毎巻、必ず今体の文数篇を附載せり。然れども張数に限り有りて、多くを

収むること能はず。 頗 る抱歉〔筆者注 遺憾の意〕と為す。是れ此の書を嗣刊する所以なり）」。
すこぶ ほうけん こ

24 柿村重松の事跡については、町泉寿郎「柿村重松の事績とその日本漢文学研究」（『日本思想文化研

究』５巻１号（2012年１月）が詳しい。

附記 詞華集については、国立国会図書館及び筆者架蔵のものを用いた。また、教科書についての調査

は、公益財団法人教科書研究センター附属教科書図書館及び国立教育政策研究所教育図書館におい

て行った。貴重な資料の閲覧を許された諸機関に御礼申し上げます。本論については、淡窓研究会

（2018年12月１日）において報告を行い、多くの先生方にご教示を賜りました。記して感謝申し上

げます。

―188―

は、「理由は記されていないが、「征韓」などの表現が問題になったのであろうか」（40頁）と推測して

いる。
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凡例
一、江戸後期から今日までの詞華集・注解書・評論における広瀬淡窓の詩の収録状況について、主要なものに

限って、表「詞華集・注解書などにおける広瀬淡窓の詩の収録状況」（192-193頁）にまとめた。

二、表の各行には、本文で取り上げた漢詩詞華集・注解書を、①から㊼までの番号を付しつつ、刊行順に掲出

した。これらの番号は本文と共通している。

三 表の各列には、淡窓の漢詩を、ＡからＷまでのの記号を振りつつ、掲示した。これらの詩は、本文におい

て論じたものを対象としているが、連作の詩については、そのうち1首が言及されていれば、残りの詩篇に

ついても掲出している。

四、表における「○」は詩が収録されていることを、「◎」は解釈や注解とともに掲載されていることを表す。

なお、「筑前城下作」は七言律詩なので、七言絶句のみを集めた詞華集（絶句集）には、そもそも採録され

得ない。そこで、該当する詞華集の欄には斜線を入れた。

五、表の後（194頁）に「収録・注解の対象の詩についての補足説明」を付し、それぞれの詞華集・注解書にお

ける淡窓の詩の収録総数を、収録（単に詩が掲載されているもの）、解釈（簡単な解説を付すもの）、注解

（注とともに詳しく解説したもの）に分けて示した。また、表で掲げた作以外の詩が、収録・解説・注解

されている場合は、詞華集・注解書ごとに、2首程度ずつ、詩題を例として示した（立項されている詩以外

のものを先頭から抜粋）。

六、その他、「関連資料における収録」（194頁）を設け、清・兪樾『東瀛詩選』（光緒9年〈1883〉）、秋山四郎編

『漢文教科書』（明治34年〈1901〉～35年〈1902〉）、簡野道明編『新編漢文教科書』（明治37年〈1904〉）に

ついて、表と同じフォーマットを用いて、収録対象となった詩を示した。

七、なお、「近世漢詩を読む―『遠思楼詩鈔』輪読」（『近世文芸 研究と評論』69号～、2005年11月～、継続中。

本連載は、2019年の段階で、表で立項した淡窓の詩については、「詠史四首」以外にすべてに詳細な注解を

付している）をはじめ、全注釈の性格を持つもの（選詩の要素が希薄なもの）は、表に記していない。
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表 詞華集・注解書などにおける廣瀬淡窓の詩の収録状況

Ⅰ江戸時代後期～明治中期の詞華集

① 柏木如亭編『海内才子詩』（文政3年〈1820〉）

② 『嘉永二十五家絶句』（嘉永元年〈1848〉）

③ 『摂西六家詩鈔』（嘉永2年〈1849〉）

④ 大槻磐渓編『新選十二家絶句』（嘉永7年〈1854〉）

⑤ 『安政三十二家絶句』（安政4年〈1857〉）

⑥ 石川省斎編 『皇朝分類名家絶句』（明治3年〈1870〉）

⑦ 吉嗣拝山編 『寒玉音前集』（明治4年〈1871〉）

⑧ 吉嗣拝山編 『寒玉音後集』（明治4年〈1871〉）

⑨ 清宮秀堅編『近古詩鈔』（明治6年〈1873〉）

⑩ 石川省斎編『〈才子必読〉皇朝精華集正編』（明治8年〈1875〉1月）

⑪ 村尾元矩編『〈才子必誦〉崑山片玉』（明治8年〈1875〉12月）

⑫ 村尾元矩編『崑岡遺玉』（明治10年〈1877〉8月）

⑬ 渡辺助次郎編『古今名家詩鈔』（明治10年〈1877〉10月）

⑭ 小川棟宇編『古今名家群玉詩文』（明治10年〈1877〉年12月）

⑮ 近藤元粋編『〈評点〉今古名家詩文』（明治11年〈1878〉6月）

⑯ 竹柴純良編『今古百家詩文』（明治11年〈1878〉7月）

⑰ 関惟孝編『近世名家絶句』（明治12年〈1879〉）

⑱ 藤田謙三郎編『古今日本名家詩鈔』（明治13年〈1880〉）

⑲ 大竹政正編『皇朝絶句類選』(明治14年〈1881〉）

⑳ 松井柏軒編『和漢名家詩集 (博文館・東洋文芸全書2)』（明治23年〈1890〉)

㉑ 佐藤六石編『日本名家詩選 (博文館・東洋文芸全書14)』（明治24年〈1891〉）

㉒ 池尾紋次郎編『日本名家詩集（岡崎清右衛門他）』（明治26年〈1893〉）

㉓ 太田子徳編『名家詩選（東雲堂）』（明治28年〈1895〉）

㉔ 片岡政保編『〈学生錦嚢〉名家詩纂（東京堂）』（明治29年〈1896〉9月）

㉕ 三田村熊之介編『日本名家詩選』（明治29年〈1896〉10月）

㉖ 英進生編『〈学生錦嚢〉名家詩集（福島書店）』（明治32年〈1899〉）

Ⅱ明治後期～昭和前期の注解付詞華集

㉗ 久保天随編『評釈日本絶句選』（本郷書院、明治38年〈1905〉）

㉘ 柿村重松編『和漢朗吟詩詳解』（修学堂、明治41年〈1908））

㉙ 結城蓄堂編『和漢名詩鈔』（明治42年（1909））

㉚ 簡野道明編『和漢名詩類選評釈』（大正3年〈1914〉）

㉛ 結城蓄堂編『続和漢名詩鈔』（大正4年〈1915〉）

㉜ 大町桂月編『和漢名詩詳解（早稲田大学出版部）』 (大正10年〈1921〉)

㉝ 塚本哲三編 『新撰名家詩集（有朋堂書店）』 (大正12年〈1923〉）

㉞ 池永潤軒編『新釈和漢名詩全集』（大正14年〈1925〉）

㉟ 山田準編『日本名詩選』（唱和10年〈1935〉）

㊱ 木下彪編『漢詩大講座』第9巻（昭和11年〈1936〉）

㊲ 土屋竹雨編『日本百人一詩』（昭和18年〈1943〉）

Ⅲ戦後の注解書及び評論・随筆

㊳ 山岸徳平編『日本古典文学大系89 五山文学・江戸漢詩』（昭和41年〈1966〉2月）

㊴ 富士川英郎『江戸後期の詩人たち』（昭和41年〈1966〉）

㊵ 猪口篤志編『新釈漢文大系45 日本漢詩・上』（昭和47年〈1972〉）

㊶ 工藤豊彦『叢書日本の思想家35 広瀬淡窓・広瀬旭荘』（昭和53年〈1978〉）

㊷ 猪口篤志編『日本漢詩鑑賞辞典』（昭和55年〈1980〉）

㊸ 岡村繁編『江戸詩人選集9 広瀬淡窓・広瀬旭荘』（平成3年〈1991〉）

㊹ 深町浩一郎『広瀬淡窓(西日本人物誌15)』（西日本新聞社、平成14年〈2002〉）

㊺ 菅野禮行・徳田武編『新編日本古典文学全集86 日本漢詩集』（平成14年〈2002〉）

㊻ 林田愼之助編『 日本漢詩人選集15 広瀬淡窓 』（平成17年〈2005〉）

㊼ 井上敏幸監修・髙橋昌彦『廣瀬淡窓』（平成28年〈2016〉）
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〔研究の部〕Ⅳ．淡窓・咸宜園への思慕と現代的顕彰活動〔15〕

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ J Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ Ｗ

桂 桂 桂 桂 彦 追 追 隈 隈 隈 隈 隈 江 中 中 題 謁 謁 詠 詠 詠 詠 筑
林 林 林 林 山 憶 憶 川 川 川 川 川 村 元 元 採 加 加 史 史 史 史 前
荘 荘 荘 荘 南 南 雑 雑 雑 雑 雑 樵 藤 藤 四 四 四 四 城
雑 雑 雑 雑 遊 遊 咏 咏 咏 咏 咏 第 第 図 侯 侯 首 首 首 首 下
詠 詠 詠 詠 一 二 廟 廟 作
第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 首 首 第 第 第 第 第 第
一 二 三 四 一 二 一 二 三 四 五 一 二 一 二 三 四「「

首 首 首 首 首 首 首 首 首 首 首 女 日 首 首 首 首 首 首
學 落「「「「「「「「「「「 「「「「「「

幾 休 遥 長 千 中 十 少 江 亀 観 風 寸 男 女 玉 礼……

人 道 思 鋏 巌 谷 里 女 上 山 音 帆 木 女 主 帛 楽」」
…………………………… ………………

」」」」」」」」」」」 」」」」」」
① ○ ○ ○ ○

② ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

③

④ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑤

⑥ ○ ○ ○ ○

⑦ ○ ○

⑧

⑨ ○ ○ ○

⑩ ○ ○ ○

⑪ ○ ○

⑫

⑬

⑭ ○

⑮ ○ ○ ○ ○

⑯ ○ ○ ○ ○

⑰ ○ ○

⑱ ○ ○ ○ ○

⑲ ○ ○

⑳ ○ ○

㉑ ○ ○

㉒ ○ ○

㉓

㉔ ○ ○

㉕ ○ ○ ○ ○ ○

㉖ ○ ○ ○ ○

0 7 2 0 7 0 8 1 0 1 4 4 4 2 4 4 5 4 2 1 1 3 2

㉗ ◎ ◎ ◎ ◎

㉘ ◎ ◎

㉙ ◎ ◎ ◎

㉚ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

㉛ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

㉜ ◎ ◎ ◎ ◎

㉝ ◎ ◎ ◎ ◎

㉞ ◎ ◎ ◎ ◎

㉟ ◎ ◎ ◎

㊱ ◎ ◎ ◎

㊲ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

0 10 2 0 9 0 2 1 0 1 4 4 1 0 0 1 1 2 0 0 0 1 6

㊳ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

㊴ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

㊵ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

㊶ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

㊷ ◎ ◎

㊸ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

㊹ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

㊺

㊻ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

㊼ ◎ ◎ ◎

4 7 5 3 5 1 3 5 6 4 6 7 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5
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廣瀬淡窓の詩と漢詩詞華集及び漢文教科書(合山)

収録・注解の対象の詩についての補足説明

（①～㊼は、本文及び192-193頁の表に付された詞華集の番号である。）

Ⅰ江戸時代後期～明治中期の詞華集

①5首を収録。掲載されているのは「隈川雑咏」五首であるが、刊本『遠思楼詩鈔』に所収されている第2首（「少

女…」）がなく、同書に収録されなかった別の一首が載っている。②26首を収録。表掲出分以外に「贈原士萌」

「寄題某生秋声書屋」等がある。③69首を収録。表掲出分以外に「寺西明府所藏都府楼瓦詩」「挽昭陽先生」等

がある。④25首を収録。表掲出分以外に「即事（露落…）」「鶴」等がある。⑤20首を収録。表掲出分以外に「蒙

恩命賦此述懐六首」（全6首）、「山田時中蔚山石」等がある。⑥4首を収録。全て表に掲出。⑦2首を収録。全て

表に掲載。⑧「読小説」1首のみを収録。⑨13首を収録。表掲出分以外に「読徒然草六首（第六首）」「頼子成評

予詩巻見貽賦此寄謝」等がある。⑩3首を収録。全て表に掲出。⑪3首を収録。表掲出分以外に「関北繆贊」が

ある。⑫「即事（剡剡田間麦…）」のみ１首を収録。⑬「陶淵明図賛」のみ１首を収録。⑭１首のみを収録。表

に掲出。⑮11首を収録。表掲出分以外に「夏日桂林荘独題」「三松坊正别業」等がある。⑯4首を収録。全て表

に掲出。なお石川省斎編『皇朝分類名家絶句』と収録詩が同じである。⑰2首を収録。全て表に掲出。⑱13首を

収録。表掲出分以外に「蘭」「送恵学帰摂」等がある。⑲7首を収録。表掲出分以外に「秋成」「散歩口号」等が

ある。⑳3首を収録。表掲出分以外に「読小説」がある。㉑16首を収録。表掲出分以外に「教護院」「濠邨田間

有偶人十餘（略）」（「古原…」で始まる作）等がある。㉒13首を収録。表掲出分以外に「題津田秋吉」「遊住上

人房即事」等がある。なお「追憶南遊（第二首）」は「狼」の題で収録される。㉓11首を収録。表掲出分以外に

「題某生稿後」「寄長崎髙秋帆」等がある。㉔2首を収録。全て表に掲出。㉕33首を収録。表掲出分以外に「蘭」

「詠史四首（第一首、蜻蜓…）」等がある。㉖6首を収録。表掲出分以外に「耶馬溪」「読小説」等がある。

Ⅱ明治後期～昭和前期の注解付詞華集

㉗5首に注解を付す。表掲出分以外に「初春雨中作」がある。㉘2首に注解を付す。全て表に掲出。㉙3首に注解

を付す。全て表に掲出。㉚14首に注解を付す。表掲出分以外に「即事（獲稲人帰尽…）」「発長崎」等がある。

㉛7首に注解を付す。表掲出分以外に「鶴」、「寄贈桜老泉」がある。㉜4首に注解を付す。全て表に掲出。㉝24

首に注解を付す。表掲出分以外に「卜居（永山…）」「論詩、贈小関長卿、中島子玉」等がある。㉞4首に注解を

付す。全て表に掲出。㉟3首に注解を付す。全て表に掲出。㊱5首に注解を付す。表掲出分以外に「遊護願寺」

がある。㊲１首に注解を付す。また、他に5首を収録する。全て表に掲出。

Ⅲ戦後の注解書及び評論・随筆

㊳5首に注解を付す。全て表に掲出。㊴20首に解釈を付す。表掲出分以外に「柳湾館翁、以其詩集見恵賦、此寄

謝」「発長﨑」等がある。㊵4首に注解を付す。他に本文中に言及するものが6首ある。収録詩には、表掲出分以

外に「偶成（故園…）」「村居雑詩八首（第一首「高尚…」）」等がある。㊶20首に注解を付す。表掲出分以外に

「淡窓五首」（全5首）「題三原伯楊茶室」等がある。㊷2首に注解を付す。全て表に掲出。㊸41首に注解を付す。

表掲出分以外に「筑前道上」「太宰府謁菅公廟」等がある。㊹29首に解釈を付す。表掲出分以外に「筑前道上」

「蘭」等がある。㊺「送子礼東行」１首に注解を付す。㊻86首に注解を付す。表掲出分以外に「偶成（故園…）」

「隈川観夜漁」等がある。

関連資料における収録

（それぞれの詞華集における収録詩を「○」で示した。Ａ～Ｗの記号は、それぞれ詩を示し、192-193頁の表と

共通である。）

清・兪樾『東瀛詩選』（光緒9年〈1883〉）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ J Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ Ｗ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

89首を収録。上記の表以外に「訪松雲道者」「偶成（故園…）」等がある。

秋山四郎編『漢文教科書』（明治34年〈1901〉～35年〈1902〉）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ J Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ Ｗ

○ ○ ○ ○

収録詩は上記の表にある4首が全てである。

簡野道明編『新編漢文教科書』（明治37年〈1904〉）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ J Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ Ｗ

○ ○ ○

4首を収録。上記の表以外に他に「筑前道上」がある。
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